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旧広島陸軍被服支廠に係る第４回ワークショップの 
開催状況等について 

 

１ 要旨・目的 

  旧広島陸軍被服支廠の活用について，令和４年度末までに，実現可能性のあるアイデアを

「活用の方向性」として，複数案取りまとめるため，「第４回旧広島陸軍被服支廠の活用を考

えるワークショップ」（以下「第４回ワークショップ」という。）を開催したので，その内容

について報告する。 

また，懇談会委員とワークショップメンバー，ワークショップメンバー以外の県民による

建物の活用に向けた意見交換会を開催する。 

  さらに，民間事業者による建物の活用の可能性を把握するため，国土交通省が主催する 

「令和４年度官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォームサウンディング」

に参加する。 

 

２ 現状・背景 

建物の安全対策を早急に進める必要があることから，耐震性を確保しつつ，内部見学など

の利用が可能となる安全対策と最小限の利活用を同時に実現させるために，建物３棟の安全

対策の実施設計業務に着手している。 

併せて，重要文化財の指定に向けて，建築物の価値調査に着手している。 

また，重要文化財の指定を見据え，指定後に必要となる建物の管理・活用の方向性等を定

める保存活用計画の検討を進めるため，有識者等で構成する懇談会を設置・開催し，活用の

方向性の取りまとめに着手している。 

 

３ 概要 

（1）第４回ワークショップの開催状況について 

ア 実施主体 

  県 

  イ 日時 

令和４年８月 27日（土）13時 00分～ 

  ウ 場所 

県庁自治会館 101会議室 

    エ 参加者 

26名（現地参加者 17名，ＷＥＢ参加者９名） 

オ 実施内容 

これまでの懇談会の意見やワークショップで意見交換した活用の具体的なアイデアな

どを基に，活用し続けるために必要な取組などについて，５班（現地参加：３班，ＷＥ

Ｂ参加：２班）に分かれて，次のテーマにより意見交換を行った。 
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テーマＡ：被服支廠の存在価値を共有，広めるために今からできることは？ 

必要な取組 具体的な取組内容 

見学会の実施 

・民間団体が，これまでに実施していた見学会を定期的に開催でき

るよう県も協力する。 

・県が被服支廠を一般見学ができる曜日を決めて実施する。 

イベントの 

実施 

・行政がイベントを主催することで被服支廠のＰＲへ繋げる。 

・民間事業者がイベントを企画し，県はイベントの後援を行う。（蚤

の市，コスプレ大会，建築コンペ，短期ワークショップなど） 

・イベント参加者が被服支廠の草刈りや清掃などを行うことを条件

として，イベントを許可する。 

情報の発信 

・ワークショップメンバーが自分たちのSNSを活用して情報発信を行う。 

・県が公式SNSやYouTubeチャンネルを開設する。 

・県がマスコミによる取材やドキュメンタリー番組の制作に協力する。 

・ワークショップメンバーが学校の総合学習などで活用できるプロ

グラムを作成して提供する。 

・海外へ発信するため，英語などの多言語化に対応する。（県ＨＰ

や民間団体ＨＰなど） 

    ※見学会やイベントについては，屋外（敷地内）の実施を想定し，意見交換を行って

いる。 

 

テーマＢ：被服支廠の活用を進めていく上で必要となる取組は？ 

必要な取組 具体的な取組内容 

人・体制づくり 

・ワークショップメンバーが中心となって，被服支廠の管理やガイ

ドを担うことのできるＮＰＯ法人を設立し，建物の管理・運営を

行うとともに，歴史を語れるボランティアを育成する。 

・民間がイベントなどを実施するため，行政と協働する民間ネット

ワークを作る。 

財源の確保 

・国内外から財源を確保するため，県や民間団体等が情報発信を行う。 

・県が建物の保存等に係る経費や財源を公開し，官民で財源の確保

について議論する。 

・テナント料などの定期的な収入を確保できる活用策を検討する。 

・民間団体等がクラウドファンディングを実施する。 

・民間や個人が樽募金などにより，寄付を募る。 

設備の整備 ・県が見学等に対応できる照明，水道，トイレなどを整備する。 
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（2）懇談会とワークショップメンバー等の意見交換について 

ア 実施主体：県 

  イ 日時：令和４年 11月 12日（土）14時 00分～ 

  ウ 場所：県庁本館 講堂 

    エ 実施内容（予定） 

活用の方向性の取りまとめに向けて，懇談会委員が今後の議論・検討の参考にするた

め，ワークショップメンバーやワークショップメンバー以外の県民と活用のアイデアな

どについて，意見交換を実施する。 

 

（3）官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォームサウンディングについて 

ア 実施主体：国土交通省 

  イ 日時：令和４年 11月８日（火） 

  ウ 実施方法：県と民間事業者がＷＥＢにより，建物の活用に向けた意見交換を行う。 

  エ 参加事業者の募集：国土交通省ＨＰで公募を実施（９月１４日（水）～） 

  オ サウンディングまでの流れ： 

    ① 案件募集：国交省が地方自治体などに対し，サウンディングを行いたい案件を募集 

    ② 参加事業者募集：国交省が応募案件を公表し，助言等を行う民間事業者を募集 

    ③ サウンディング実施：ＷＥＢにより，県と民間事業者が一同に会し，意見交換 

 

（4）活用の方向性の取りまとめに向けた今後の議論の進め方について 

懇談会において，被服支廠の活用を進めるための基本的な方針を整理した上で，ワーク

ショップや大規模ワークショップでの活用のアイデア，民間ヒアリングなどを参考として，

活用の方向性の取りまとめに向けた議論・検討を進める。 

   

４ 予算（単県） 

   旧広島陸軍被服支廠安全対策等事業（事業期間：Ｒ３・Ｒ４）    （単位：千円） 

区分 
令和３年度 

（最終予算） 

令和４年度 

（当初予算） 
計（令和3･4） 

安全対策に係る実施設計 30,888 82,309 113,197 

重要文化財指定に向けた建築物の価値調査 18,766 19,954 38,720 

活用の方向性のとりまとめ 9,526 12,000 21,526 

計 59,180 114,263 173,443 

 

５ その他（関連情報等） 

   旧広島陸軍被服支廠の活用の方向性に係る懇談会 | 広島県 (hiroshima.lg.jp) 

旧広島陸軍被服支廠の活用を考えるワークショップ | 広島県 (hiroshima.lg.jp) 

旧広島陸軍被服支廠 安全対策・価値調査等検討会議 | 広島県 (hiroshima.lg.jp) 

国土交通省ＨＰ：サウンディング（令和４年度）｜PPP/PFI（官民連携） (mlit.go.jp) 

 

 

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/230/hifuku-katsuyou.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/230/hifuku-workshop.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/230/kentoukaigi.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_fr1_000094.html
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【参考】被服支廠に係る検討の進め方について 

区

分 
安全対策・重要文化財指定 

活用の方向性検討 

懇談会 ワークショップ 

令
和
３
年
度 

   

令
和
４
年
度 

   

 

第３回懇談会(3/22) 

・活用アイデアの提供 

・検討ポイントや基本的な方針 

第２回懇談会(1/26) 

・被服支廠に係る情報提供 

第１回懇談会(11/10) 

・検討プロセス 

第１回ワークショップ(1/30) 

・被服支廠に係る情報提供 

第２回ワークショップ(3/13) 

・キーパーソンヒアリング 

・活用に当たって必要な視点 

大規模ワークショップ(4/17) 

・活用のアイデアの意見交換 

第３回ワークショップ(6/11) 

・活用のアイデアの意見交換 

第４回懇談会(7/24) 

・活用テーマや活用アイデア

の意見交換 

第４回ワークショップ(8/27) 

・活用し続けるために必要な

取組について意見交換 

懇談会とワークショップメンバー等の意見交換会(11月12日予定) 

第５回懇談会(11月予定) 

・活用方法の精査等 

第６回懇談会(３月予定) 

・評価，取りまとめ 

第１回検討会議(2/7) 

・安全対策に係る実施設計及

び重要文化財指定に向けた

建築物の価値調査の取組状

況の確認 

第２回検討会議(10月予定) 

・安全対策に係る実施設計及

び建築物の価値調査の中間

報告 

第３回検討会議(３月予定) 

・安全対策に係る実施設計及

び建築物の価値調査の結果

取りまとめ 


